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１．歴史・詳細

福岡県北九州市門司区の門司第一船だま
り出入り口に位置する。人道橋であり、平成
５年１０月竣工したものである。

門司港駅や旧門司税関を初めとする歴史的
建造物を核に市街地に隣接したウォーター
フロントとして歴史を生かした景観整備が進
められている。



２．模型詳細

ブルーウイングもじ 模型 1/７０

全長

幅員

１０８.０５m 約１.０m

4.5 〜 6.0 ｍ 約０.６ｍ

班員で候補となる橋を探し普通の橋より可動橋のほうがい
いという考えにまとまり、昨年の先輩の作品を参考にして
作製しました。



3-１．制作工程 ～手すり制作～

ヒノキ材を使用（1×1・2×2）

部材が小さく細かいため大変だった



３-2．制作工程 ～構造部制作～

作った部材の塗装



３-3．制作工程 ～土台制作～

配合設計にミスがあ
り、ひび割れや豆板
等ができてしまい、
修正の対応が難しく
時間がかかってし
まった



安定させるために可動部を固定し
部材が壊れないように組み立てた

３-４．制作工程 ～組み立て～



主に木材を使用して製作

ワイヤーの表現には凧糸を使用
稼働するように製作した

３-５．制作工程 ～可動部制作～

簡易模型ご覧ください



６．完成作品



７．苦労点・工夫点

• 材料が細かく、作るのが難しいため多
くの時間を部材制作に費やした。

• 部材が多く、組み立てた時歪みが生じ
た。

• 統一感を出すため木材中心に橋を制作。

• 一部の部材は過去の廃材を再利用した。



８．まとめ

• 班員との意見の対立があり時間に遅れ
が出てしまった。

• 可動部を展示の安定のため固定した。

• 細かい部分で雑になってしまう箇所が
あった。

• 作品出展ぎりぎりに完成したため、効
率よく作業を行う必要があった。



ご清聴
ありがとうございました
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